
１　予算規模等

２　主な新規・拡充事業

平成２６年度一般会計予算のポイント

   「愛と誇りと活力に満ちた駒ヶ根市」の実現に向けて 

              確かな一歩を踏み出す予算 

（一般会計予算） 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （増減は前年度当初比）

予算規模 ○平成２３年度当初予算以来３年ぶりに増加

市税
○４７億２，４２４万円（＋４，３６３万円、＋０．９％）
　　個人△０．０％、法人＋２０．４％、固定△０．４％

一般財源総額
○９９億６，６２４万円（＋９，８３３万円、＋１．０％）
　　市税＋０．９％、地方交付税（臨財債含む）＋０．９％

消費税増税
○地方消費税交付金　４億２，５００万円（＋４，２００万円、＋１１．０％）
○歳出予算のうち消費税（国・地方）相当額　２億４８２万円
　 うち税率５％→８％影響　＋７，６８１万円

基金依存 ○財源不足を補填するための「赤字繰入れ」　なし

市債
○新規借入額　１５億６４０万円（＋２億５，６２０万円、＋２０．５％）
○市債残高　平成２６年度末の残高　４．４億円減少
　 　　　　臨時財政対策債を除く残高　９．７億円減少

5･56 節目イベント　市制施行６０周年、駒ヶ根駅開業１００周年 448 万円

12 振興計画　中央アルプス山麓開発調査 500 万円

13・14 魅力発信　観光特別企画、観光キャラクター活用 360 万円

17・18 学力向上　指導主事新規配置、学校支援ボランティア 500 万円

21 子育て　経塚保育園・子育て拠点施設はＨ２７建設に向け設計 2,013 万円

20 学校バリアフリー　中沢小学校にエレベータ設置 3,550 万円

31 地域の安全　地域防犯灯のＬＥＤ化補助３年間で６００ヶ所 400 万円

30 消防力強化　上伊那消防広域化 1億4,463 万円

33 安全なインフラ　橋梁長寿命化工事に着手 6,000 万円

41 都市基盤整備　街路整備、スマートインターチェンジ道路設計 2億2,000 万円

7・8 市街地再生　再整備・駅前広場・広小路電線地中化調査計画 1,517 万円

42 景観創出　屋外広告物条例制定・ガイドライン作成 53 万円

46・48 健康　こまがね健康ほっとダイヤル２４、健康どあっぷ事業 750 万円

44・45 在宅医療・介護　地域包括ケアシステムの構築（介護会計） 2,050 万円

52 スポーツ・体力　駒っこ「かけっこ教室」 200 万円

60 財政健全化　土地開発公社健全化・３セク改革 9,423 万円

予算額事業
一覧№

主な新規拡充事業

増減額 増減率

一般会計 144億9,700万円 ＋2億　200万円 ＋1.4％

特別・企業会計 102億8,718万円 ＋3億3,251万円 ＋3.3％

全会計 247億8,418万円 ＋5億3,451万円 ＋2.2％

前年度当初比較
平成２６年度予算



３　歳出予算の性質別内容

４　市債残高・元利償還金の推移、財政健全化比率の見込み

　※各グラフのＨ25、Ｈ26は見込み、Ｈ27、Ｈ28は３カ年実施計画ベースの粗い試算
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建設債等の残高 

臨財債の残高 

残高(億円) 元利償還金(億円) Ｈ２６元利償還金 

２１．６億円＝ピーク 

Ｈ２８＝２０億円を 

下回る水準へ低下 
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（％） （％） 将来負担比率の見込み 

（警戒基準＝３５０％以上） 

実質公債費比率の見込み 

（警戒基準＝１８％以上） 

（億円） 

歳出の性質別 

４ 市債残高・元利償還金の推移、財政健全化比率の見込み 

市債残高見込み （単位　億円）

Ｈ26 Ｈ25 増減

建設債等 128.4 138.1 △ 9.7

臨財債 62.2 56.9 5.3

合計残高 190.6 195.0 △ 4.4

・「臨財債」＝臨時財政対策債

構成比

％

その他 11億3,778万円 7.8 △ 7.4 制度資金預託↓ 維持補修費↑

建設事業費 11億9,631万円 8.3 22.4 街路･道路橋梁↑中沢小ＥＶ等↑

物件費 16億3,717万円 11.3 △ 1.4 土地鑑定評価↓ 臨職賃金↓

繰出金 13億1,703万円 9.1 3.4 介護･農集会計等 繰出し↑

補助費 27億7,059万円 19.1 △ 1.5 H25(財)開発公社解散↓

公債費 21億6,007万円 14.9 1.1 元金↑ 利子↓

扶助費 18億1,707万円 12.5 2.3 社会保障費↑ 児童手当↓

人件費 24億6,098万円 17.0 1.4 退職者数↑

うち職員給 14億　305万円 9.7 0.7 一般会計職員数↑

計 64億3,812万円 44.4 1.5 人件費･扶助費･公債費

144億9,700万円 100.0 1.4

※「うち職員給」は建設事業費支弁額及び退職手当を除く。

義
務
的
経
費

平成２６年度
一般会計 歳出性質別

予算額の
対前年度

増減率％

主な増減内訳
（対前年度）

合計


